川端康成の舞踊観 by 張, 月環
川 端 康 成 は 舞 踊 に 関 心 を 持 つ 少 数 の 作 家 の 一 人 で あ り 、
舞姫を
女 主 人 公 と し て 描 い た 多 く の 作 品 が あ る 。 彼 は 「 わ が 舞 姫 の 記
L
（ 「 改 造 」 昭 和 八 年 一 月 号 ） で 「 邦 踊 は 見 え る 音 楽 で
あり、
動 く
美 術 で あ り 、 肉 骰 で 歌 ふ 詩 で あ り 、 演 劇 の 精 華 で あ り （ 以 下 略 ） 」と 述 べ て い る 。
川 端 に と っ て 女 の 英 し さ は 探 踊 に 極 ま る 。 舞 踊 に
よ っ て 、
採 姫 述 は r 純 粋 の 肉 体 」 を 表 す 。 美 を 追 求 す る 川 姥 は ど




大 正 十 二 年 十 二 月 、
二十
四歳の川端は「藤蔽会」で見た水谷八
菰 子 の 踊 り 「 道 成 寺 」 に つ い て 次 の よ う に 評 論 し て い る 。
( riJ 略 ） 腐 が 舞 踊 者 に 乗 移 っ た の は 、
何 時 で あ る か 。
踊 つ て






そ の 時 に 、 人 格 的 内 容 自 身 が 、 直 に 身 恨 の 動 作 と な る 。 （ 中 略 ）盤 論 者 の 云 ふ 「 氣 韻 生 勁 」 の 第 一 歩 で あ る 。 そ れ な ら ば 、
翡
術 家 の 創 造 作 用 に 拗 く こ の 腐 を 招 く も の は 、
何であるか。
そ
の 一 っ は 、 人 格 的 で 、 新 鮮 な 情 熱 に 輝 い た 、 美 意 識 で あ る 。 （ 中略 ） 水 谷 八 璽 子 氏 の 「 道 成 寺 」 は 、
踊が進むにつれて、
よ く
な っ た 。
踊 の 身 振 り 手 揺 り そ の も の が 、
腐 を 招 い た も の の 一
つ で あ る 。 舞 踊 が 身 骰 の 運 動 な ら ば 、
文 藝 は 言 語 活 動 で あ る 。
ポ オ ド ビ ル を 踊 る オ ペ ラ 女 優 も 、
踊 り が 激 し く な る と 、
靡 に
つかれることがある。
こ の よ う に 自 分 の 芸 術 観 を r 逍 産 と 腐 」 （ 「 時 事 新 報 」 大 正 十 二
年 十 二 月 二 十 八 、
二 十 九 8 r 川 培 康 成 全 集 」 第 三 十 巻
新潮社昭
和 五 十 七 年 六 月 二 十 日 発 行 。 本 稲 の 引 用 は す べ て こ の 版 本 に よ るも の ） に 論 じ る 。
こ こ に 、
川 端 が 若 い 時 か ら 舞 踊 に 対 し て 興 味 、
関 心 を 抱 い て い た こ と が は っ き り 示 さ れ 、
芸 術 家 の 梢 熱 が 「 腐 」





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































体 の r リ ズ ム 」 に 伴 う 動 作 で あ る 。 「 純 枠 の 肉 体 」 が
美 し い の は 「 リ ズ ム 」 に よ っ て そ れ が 刻 々 と
変化してゆくからで
あ る 。 「 リ ズ ム 」 に つ い て 、
A ．
ハ ス ケ ル は 次 の よ う に 述 べ て い る 。
私 た ち の 惑 星 、
つ ま
り地球では、
地 球 が 太 陽 の 周 り を 回 り 、
月 が 地 球 の 周 り を 回 る こ と に よ っ て 、
昼 と 夜 の リ ズ ム 、
潮 の
満 ち 干 の リ ズ ム が で き た 。 そ の 後 、
植物が現れると、
季 節 に
よ っ て 、
成長しては枯れるというリズムができた、
常に種の
変 革 と 進 化 が 行 わ れ て い く 生 物 の 世 界 で は 、
生 物 そ の も の が
生 き て い く た め に 、
リズムに乗った心臓の鼓動、
肺の呼吸が
必 要 だ し 、
ま た 、
リ ズ ム に 乗 っ て 泳 い だ り 走 っ た り 飛 ん だ り
す る こ と が 必 要 だ っ た 。 ( r 舞 踊 と は 何 か 」 r 舞 踊 の 歴 史』 p
.7
t8) 
宇 宙 の 万 物 に は す べ て そ れ ぞ れ の 「 リ ズ
ム」
が あ る 。 r リ ズ ム 」





「 研 究 家 」 と し て は 見 る こ と が で き な い も の I 「 純 粋 の 肉 体 」 を 、烏 村 は み ず か ら の 「 恋 心 」 を 介 在 さ せ る こ と で 見 る こ と が で き たと言えるのではないか。いずれにしろ、「純枠の肉体」
としての舞姫達は
川端の小説に
と っ て 欠 か せ な い 素 材 で あ り 、
彼 の 「 純 潔 」 に 対 す る 美 意 織 が こ
こにこめられている。
舞 踊 に は 舞 踊 の 一 定 の 「 リ ズ ム 」 が あ り 、 ま た 、 そ れ は 変 化 に よ って 進 行 し て ゆ く 。
川沿は舞姫述にどのようなrリズム」を認めた
か 。 作 品 を 読 め ば 、
舞 姫 の 「 リ ズ ム 」 と は ー つ の 探 踊 を 突 き 動 か
す 肉 体 の 「 リ ズ ム 」 で あ る に と ど ま ら ず 鍔 姫 の 生 そ の も の を 深 く揺 り 動 か
してゆく「リズム」であり、
それは―つの大きく悲しい
「恋心」だと言えよう。鐸踊の有形の美を現出してゆく無形の魂で あ る 。 『 舞 姫 の 暦 」 は こ の よ う な モ チ ー フ を も つ 鉗 踊 ス ト ー リ ーで あ る 。
舞 踊 評 論 家 竹 友 が 田 舎 の 弓 子 の 天 分 を 見 抜 い
て、
舞 踊 家 と し て
の 人 生 を 送 ら せ た い と 彼 女 を 連 れ て 上 京 し た 。 彼 女 は 東 京 の 恋 人と 擦 れ 述 っ て 、
倍 心 し て
竹 友 が 用 意 し た ホ テ ル に 戻 っ た 。 一 方 、
恋 人 の 国 男 は 彼 女 に 会 い に ホ テ ル ま で 来 た が 、
彼 女 に 会 え ず 、
竹
友 に 会 っ た 。 竹 友 の 話 を 開 い て 、
国 男 は 彼 女 の 舞 踊 の 人 生 の た め
に 、
彼 女 と 会 う こ と を 放 棄 し 、
別 の 舞 踊 家 千 花 子 の と こ ろ に 介 抱
さ れ た 。
翌 日 、
天 才 舞 踊 家 甲 斐 駿 介 の 帰 朝 歓 迎 会 で 千 花 子 は 弓 子
と 出 会 っ て 、
弓 子 が 国 男 の 恋 人 だ と 察 し 、
閉 会 後 彼女 の 知 恵 で 自
宅 で 弓 子 と 国 男 を 再 会 さ せ る 。 し か し 弓 子 と 国 男 は そ れ か ら 一 緒に幸せに荘らすのではなく、
弓
子 は 竹 友 の 援 助 で 国 男 と 離 れ 、
舞
踊を習い始める。
翌 年 の 春 、
弓 子 は 甲斐 の 帰 朝 後 の 第 一 回 の 発 表
会 で 初 舞 台 を 踏 み 、
輝 か し い 成 功 を 収 め た 。 そ の 結
果 、
甲 斐 は 弓
子 と 同 じ 師 匠 の と こ ろ へ 、
日 本 葬 踊 を 習 い に 通 う 。 千 花 子 と 甲 斐
と の 恋 愛 は 新 聞 の 噂 と
なっていたが、
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